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3.2 棚上及び棚下の地層の堆積年代に係るボーリング調査結果



3-2

３．大陸棚外縁断層の詳細調査・検討結果

3.1 大陸棚外縁断層海底地形面調査結果
3.2 棚上及び棚下の地層の堆積年代に係るボーリング調査結果



3-3

地形陰影図
敷地周辺海域の地形図

鯨瞰図

BV1-n

BV1-s

BV1

BV1-n

BV1-s
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3-5３．大陸棚外縁断層の詳細調査・検討結果

3.1 大陸棚外縁断層海底地形面調査結果③
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3.1 大陸棚外縁断層海底地形面調査結果④
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3.1 大陸棚外縁断層海底地形面調査結果⑤
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3.1 大陸棚外縁断層海底地形面調査結果⑥

地形陰影図
敷地周辺海域の地形図

鯨瞰図

BV6-n

BV6-s

BV6

BV6-s

BV6-n

第４０７回審査会合（H28.10.7）

資料１－２ p4-8 再掲



3-9３．大陸棚外縁断層の詳細調査・検討結果
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3-12３．大陸棚外縁断層の詳細調査・検討結果

3.2 棚上及び棚下の地層の堆積年代に係るボーリング調査結果：調査概要

【調査目的】
＜海上ボーリング調査＞
①棚上及び棚下の地層の堆積年代の確認（棚上；ＣＨ-３，５孔，棚下；ＣＨ-１，４孔）
大陸棚の棚上と棚下から，試料を直接採取し，地層の堆積年代を確認する。
②断層部の状況の確認（ＣＨ-２，６孔）
大陸棚外縁断層を直接確認し，断層部の状況を把握する。断層を特定できない場合でも，断層位置を
把握，検討する情報を取得することを期待する。

＜浅部音波探査＞
○ボーリング孔間の地層の連続性の確認
海上ボーリング孔間の地層の連続性の検討を実施するため，深部構造等を対象とした既往測線上に
おいて，浅部を対象とした高解像度の海上音波探査記録を取得する。

【調査位置選定理由】
上記調査の実施位置であるNo.3測線位置及び12ML-01測線位置については，文献で示されている大
陸棚外縁断層の中央付近に位置することから選定した。

調査位置図

 H26.4～5に，日本原燃㈱，東北電力㈱，東京電力㈱及びリサイクル燃料貯蔵㈱で，大陸棚外縁における地質・
地質構造に係る評価の説明性向上を目的として，大陸棚外縁において海上ボーリング調査及び浅部を対象とし
た海上音波探査を実施した。

12ML-01_2014測線

No.102_2014測線
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３．大陸棚外縁断層の詳細調査・検討結果

3.2 棚上及び棚下の地層の堆積年代に係るボーリング調査結果①

調査位置図

:コア未回収区間

※未固結層等の記載については，
コア観察時に判断し記載。
（ＣＨ-２孔のコアで実施した
針貫入試験の結果を参考資料に示す）
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3-14３．大陸棚外縁断層の詳細調査・検討結果

3.2 棚上及び棚下の地層の堆積年代に係るボーリング調査結果②
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【ＣＨ-１孔の地質概要】
 主に砂質シルト，シルト質砂からなる。
 帯磁率測定結果は，コア観察において相対的に粗粒分が多いほど高い傾向が認められた。
 火山灰分析及び微化石分析の結果，深度約50m付近においてOs-2（約0.27Maの軽石）が確認され，その付近で同時代の珪藻化石P.curvirostrisの終産出（約0.3Ma）等も確認され
たことから，総合的に判断して，ＢＰ/ＣＰ境界（約0.25Ma）の深度は約50m付近と考えられる。

 深度約160m～170m付近（ＣＰ層中）においては，微化石分析の結果，放散虫化石L.sakaiiの初産出（約1.03Ma），放散虫化石E.matsuyamaiの終産出（約1.03Ma）等が確認された。
 これらは，既往の調査結果を踏まえた解釈と整合的である。

第４０７回審査会合（H28.10.7）
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3-15３．大陸棚外縁断層の詳細調査・検討結果

3.2 棚上及び棚下の地層の堆積年代に係るボーリング調査結果③

:コア未回収区間
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【CH-3孔の地質概要】

 主に泥質砂岩からなる。

 泥質砂岩からは，微化石分析の結果，有孔虫化石G.rikuchuensis（約12.6Ma～11.5Ma）等が確認されたことから，陸域の蒲野沢層
相当の地層であるＥ層に相当すると判断される。

 これは，既往の調査結果を踏まえた解釈と整合的である
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3-16３．大陸棚外縁断層の詳細調査・検討結果

3.2 棚上及び棚下の地層の堆積年代に係るボーリング調査結果④
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3-17３．大陸棚外縁断層の詳細調査・検討結果

3.2 棚上及び棚下の地層の堆積年代に係るボーリング調査結果⑤

【ＣＨ-４孔の地質概要】
 主に砂質シルト，シルト質砂からなる。
 帯磁率測定結果は，コア観察において相対的に粗粒分が多いほど高い傾向が認められた。
 火山灰分析及び微化石分析の結果，深度約110m付近において，Os-2（約0.27Maの軽石）が確認され，その付近で同時代の珪藻化石P.curvirostrisの終産出（約0.3Ma）等も確認されたこ
とから，総合的に判断して，ＢＰ/ＣＰ境界（約0.25Ma）の深度は約110m付近と考えられる。

 深度約160m～170m付近（ＣＰ層中）においては，微化石分析の結果，放散虫化石L.sakaiiの初産出（約1.03Ma），放散虫化石E.matsuyamaiの終産出（約1.03Ma）等を確認した。
 深度約350m付近（ＤＰ層中）においては，微化石分析の結果，珪藻化石P.curvirostrisの初産出（約1.6Ma），珪藻化石A.oculatusの初産出（約1.6Ma；A.oculatus帯上部の下限）を確認した。
 これらは，既往の調査結果を踏まえた解釈と整合的である。
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3-18３．大陸棚外縁断層の詳細調査・検討結果

3.2 棚上及び棚下の地層の堆積年代に係るボーリング調査結果⑥
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3-19３．大陸棚外縁断層の詳細調査・検討結果

3.2 棚上及び棚下の地層の堆積年代に係るボーリング調査結果⑦

【ＣＨ-５孔の地質概要】
 深度23m以浅は主に砂からなる。
 深度23m以深は細粒砂岩，粗粒砂岩からなる。
 細粒砂岩からは，微化石分析の結果，D.lauta帯（約16.0Ma～14.6Ma）に対比される珪藻化石群集等が確認されたことから，陸域の蒲野沢層相当の地層であるＥ層に相当すると
判断される。

 これは，既往の調査結果を踏まえた解釈と整合的である。
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